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「微生物のメカノバイオロジー：単細胞生物はどうやって力を感じる？」 
 
要旨 
 アリストテレスが提唱したヒトの５つの基本感覚の中で聴覚と触覚は物理的な力を感知し

て適切に応答するための感覚です。近年、力を感知するメカノセンサーである機械受容チャ

ネルの分子同定が進み、バクテリアからヒトまで進化的に多様な構造と機能の機械受容チャ

ネルの存在が明らかにされました。そして、パッチクランプ法を用いた電気生理学的解析に

よってヒトは光や化学物質のように「力」もイオンチャネルのはたらきによって電気的シグ

ナルとして認識していることが明らかにされました。すなわち、私達は絶えず、環境中の力

学的な変化を機械受容チャネルチャネルによって感知し、応答しています。 

 ではヒトのように複雑な神経系をもたない微生物はどのように力を認識するのでしょう

か？単細胞生物は多細胞生物が分担しているすべての細胞機能を一つに集めた万能細胞で

す。緑藻クラミドモナスは遊泳中に障害物にぶつかったことを認識して方向転換します(機

械応答)。酵母はお酒やバンをつくるための発酵生産で生じる大きな浸透圧変化に巧みに適

応します(浸透圧応答)。うま味調味料として用いられるグルタミン酸の工業的生産菌である

コリネ型細菌は細胞膜にかかる力が変化すると細胞外にグルタミン酸を放出します(グルタ

ミン酸生産)。代表的なバクテリアである大腸菌も雨水に晒された際に細胞膨張によって生

じる膜張力の変化を感じとっています(安全弁)。 

 生物が力をどうやって感知するのか？この問いに対しての一つのアプローチが「機械受容

チャネルがどのように開閉するのか」を明らかにすることです。本発表では多様な微生物の

機械受容チャネルの機能について紹介し、力を感知する機構の解明に向けて、今後の展望に

ついてお話したいと考えています。 
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